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　本年も早くも年末となりました。あっとい
う間の一年であり、瓦版も本年最終版となり
ました。本号も含め本年一年お付き合いいた
だきました皆様に心より感謝しますと共に、
厚く御礼申し上げます。
　月並みですが皆様にとりまして、本年は果
たしてどのような一年でしたでしょうか。厳
しい環境の中、努力に次ぐ努力で乗り越えら
れた一年、調子よく順調に過ごされた一年、
喜びのなかで…。悲しみの中で…。様々な一
年が間もなく終わろうとしています。瞬く間
に過去のものとなる訳です。
　そこで大切な事は、済んだ事は置いておい
て、これからやってくる来年がどんな一年に
なるのか、どんな一年にするのか、です。過
去に過ぎ去った事を引きずっても仕方ないで
すし、マスコミの悲しい来年の経済予想に振
り回されても何も前に進むわけでもないです。
　では、どんな明るい来年を創っていきまし
ょうか。なにか良いおまじないでもないでし
ょうか。
　最近テレビや著書に活躍の、脳化学者　茂
木健一郎氏は皆様もよくご存知だと思います。
彼が番組の中で話していた中で、「人間は本
来ネガティブに考える生き物である」と提言
していた事が心に留まりました。
　要するに「本来マイナス思考」だという事
です。
　原始時代、人間はその辺の動物同様草原で
寝、日が昇ると狩をし、結果獲物を捕らえる

と皆で食し生き長らえる時代、そこでは単な
る動物の一種類でしかなかったわけです。
　単なる動物連鎖の一員である以上少しでも
気を許すと、直にライオンの餌になってしま
います。「何とかなるさ」なんて気楽な事を
言っている人（動物？）は、あくる日には餌
になってしまい、いなくなる訳です。ですか
ら、いつもネガティブに最悪の状態を想像し、
餌にならないように緊張し、びくびく生きる
必要があったわけです。
　そんな原始人から受け継いだDNAをもった
生き物が現在の「人間」である限り、当然本
質はネガティブ、つまりマイナス思考なので
す。　
　そこで前述の話に戻り、明るい来年を作る
おまじないについてです。茂木氏訳の著書の
中で面白いおまじないのような「問いかけ」
がありました。
　先ず、前提として先ほどの「人間はネガテ
ィブ（マイナス思考）だ」という事と「とて
も曖昧な思考である」という事を認識します。
その上で、日常で何か自分に嫌な事、気持ち
悪いことが起こったら、次の４つの質問をし
てみるのです。
１．それは真実ですか？
２．それが真実だと言い切れますか？
３．それを信じている時、私（自分）はど
　　んな反応をしますか？
４．それを信じなければ私（自分）はどん
　　な人間になれますか？
　
　例えば「娘が私を避けており、どうも私
が嫌いなようだ」という事を感じたとします。
１．それは真実ですか？
　　多分そう感じます。
２．それが真実だと言い切れますか？
　　

　　本人に聞いた訳ではないので言い切れま
　　せん。
３．それを信じている時、私（自分）はどん
　　な反応をしますか？
　　そんな態度をとる娘を批判しています。
　　気持ちは優れません。はっきりさせたい
　　と思います。
４．それを信じなければ私（自分）はどんな
　　人間になれますか？
　　もっと優しくなれます。無理なく声をか
　　け、穏やかに接し、成長を喜び･･･。

　例えば「部下が言う事を聞かない。やる気
が無いようだ」ということを感じたとします。
１．それは真実ですか？
　　多分そうだと思います。
２．それが真実だと言い切れますか？
　　証拠が無いので言い切れません。
３．それを信じている時、私（自分）はどん
　　な反応をしますか？
　　部下を批判します。罰を考えます。同時
　　に立ち直る為の方法も考えます。
４．それを信じなければ私（自分）はどんな
　　人間になれますか？
　　ホッとします。開放されます。そして優
　　しく接しられ、まず部下に声をかけて
　　みます。

　以上の例題をみて、何かお感じになられ
ますでしょうか。茂木氏曰く、人間の日常
の「思い込み」や「錯覚」は相当なもので、
これに振り回されているのです。逆に考え
れば、この「思い込み」や「錯覚」を意図的
に排除できれば、相当楽になり前向きになれ
るようです。その方法が４．の質問です。
　前向きになるとエネルギーが沸き、行動的

　　
になり人に優しく、日常が満足でき、幸せを
感じ･･･。 つまり充実するわけです。当然成
長、発展します。非常に楽観的に感じますが、
実は見方を変えると真実は変わり、真実が変
わると行動が変わり、結果が変わるわけです。
　どこまで信頼性があるかはともかく、意識
を切り替えるには非常に即効性のある方法で
す。現にこの質問との出会い以後、私の行動
は相当方向を変えました。「４．それを信じな
ければどんな人間になれますか？」を問いか
け、答えを実行してみれば、今までとは違う
真実が現れてきます。
　少し話は離れますが、「出来事＋あなたの
対応＝もたらされる結果」この算数をお聞き
になられた事はありますか。簡単な足し算で
す。しかも納得がいきます。よく研修などに
も引用されます。この「あなたの反応」とい
うところが、先ほどの質問の「４．それを信
じなければどんな人間になれますか」からの
答えを入れるべきところなのでしょう。
　何度も申し上げますが、真実かどうかは別
として、来年は相当厳しい状況だといわれて
います。それを信じていると本当に憂鬱で息
苦しく、動けなくなります。しかしその厳し
い状況が真実としても、どれ程自分に影響を
与えるのか。現状はともかく今から起こるか
どうか分からないものに対し萎縮するよりも、
それを信じなければ前向きにエネルギーを開
放して、楽しく充実し、絶対に発展成長でき
ると実感し努力し続けられます。
　どうか来年も皆様にとりまして、充実した
良き年になりますことを信じ、そして私も少
しでも皆様のお役にたてますことを念じまし
て、本年最後の瓦版とさせていただきます。
　来年も引き続き、何卒よろしくお願いいた
します。　　

宮川浩一

ご 挨 拶

～今年を振り返って～

　　「喜怒哀楽」昔から日常よく使われる

　熟語ですが、自分自身、これほど良くこ

　の言葉が当てはまった１年は過去になか

　ったのでは？　いや、ここ数年は確かに

　なかったと思います。

　　良いも悪いも季節が変わるように、人

　は目を開け、呼吸をし、声を出し、前に

　進めば、目をそむけ、息を殺し、貝にな

　り、後ろを振り返る。何か、１日、いや

　数時間の間に上へ行ったり下へ行ったり

　右往左往。

　　自分の物差しの短さ、詰めの甘さに

　「怒」を覚え、ひとつ前にあった「喜」

　が一瞬の内に消え去ってしまい、愚かさ

　に「哀」を感じ、後に来る「楽」がまた

　遠い所に行ってしまう。そんな、反省ば

　かりの１年でした。

　　しかし、2009年は、この経験を真摯に

　受け止め「喜」が「怒」を打ち消し、

　「哀」を「楽」が追い払う１年の為に

　＜地力＞を養っていきたいと思います。

　　この１年間お世話になり有難うござい

　ました。

　　今後もご指導、ご鞭撻宜しくお願い致

　します。　　                   

                           檜 田 　勉

　今年を振り返ってみると「反省」する場面
が多かったように思います。特にお客様の工
事に対しての「満足度」という点で逆に「不
満・不安」を与えてしまった現場があったこ
とです。満足してもらえた現場がたくさんあ
ったとしても、ひとつでも不満・不安を与え
てしまう現場があってはいけないと思います。
　特に私達の仕事は、衣食住のひとつの住に
関わることなので、金額も大きく、不安・心
配に思われる方が多いと思います。その不安
や心配を少しでも安心に変えていかなくては
ならない自分が不安にさせたまま終わってし
まった、というのが一番反省するところです。
　こういう言い方は良くないかもしれません
が、いい勉強をさせていただきました。よく
人は失敗から学ぶといいますが、その通りだ
と思いました。自分を見つめ直して、反省す
るところは反省し、次に活かす。当たり前の
ことかもしれませんが、あらためて考えさせ
られた現場でした。
　やはり、満足していただけた現場は、お客
様も自分自身も気持ちがいいです。完成した
時に「ありがとう」と言っていただけること
が何よりも嬉しいことです。この言葉を言っ
ていただけるように、ひとりひとりのお客様、
ひとつひとつの現場を大切にしていきたいと
思います。
　今年も残りわずかですが、皆様にとって良
い年末年始でありますように願っております。
今年一年たくさんの方にお世話になり、あり
がとうございました。来年もぜひよろしくお
願いいたします。
　　　　　　　　　　　　小　西　達　也
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